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－今後 1 年間の運動方針を決定－ 
 航空連は９月７日、第４０回定期総会をハイブリット（対面参

加＋オンライン）で開催しました。総会では、過去１年間の活動

総括と今後１年間の運動方針、第３９期決算と第４０期予算、さ

らには当面する２５年末闘争の日程について、全会一致で決定し

ました。 

 報告では、３年連続でベースアップを勝ち取ったことや 24 年

末での一時金引き上げ、さらには職場施設の改善や熱中症対策が

着実に前進したことが紹介されました。各労組からも具体的な取

り組みや成果が共有されました。 

ＣＣＵからは、客室乗務員の休憩問題をめぐる裁判の状況や、

ＦＲＭ（疲労リスク管理）の基準づくりに向けて航空局に要請を

行った経過が報告されました。ＡＣＡからは、シニアパイロット   

開会挨拶する赤坂議長        の働き方、そして定年延長が労使間の議題になっている現状が伝

えられました。 

ＧＨＵ（ＪＧＳ労組、ＪＧＳ大阪労組、Ｊ

ＧＳ九州労組）からは、組織間の連携によっ

てシニアの休日問題を前進させたことが報告

され、ＪＡＳ新労組からは特定技能１号外国

人労働者の採用が増加し、社内の状況が変化

しつつあることが報告されました。エミレー

ツ航空労組からは、「一時金交渉は日本の慣習

を本国の担当者に理解させることから始ま

る」と述べ、粘り強い交渉によって成果を勝

ち取ったことが紹介されました。さらにＪＣＵからは、ＫＬＭオランダ航空での雇止め撤回裁判と全日空不

当労働行為事件が解決に至ったこと、中堅・ＬＣＣの航空３社との春闘交渉を進めたこ

とが報告されました。 

新たな取り組みとして、ＳＮＳを活用した活動が本格的に進められており、今後のさ

らなる拡大が見込まれています。 

国際活動については、千明幹事がＩＴＦ世界大会およびＩＡＭ運輸会議への参加報告

を行いました。 
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労働条件を引上げ
魅力ある航空に！ 


